

















調 査 期 間　　平成 26年 8月 5日～8月 26日、9月 8日～9月 11日





















































































































チ abc区・5トレンチ abを設けていたが、名称が煩雑となるため、墳頂調査区全体を 4



















前年度の調査において、塚状遺構が 1辺 8～9 m、高さ 60 cm程度の方形の部分と方形












られた礫は第 4図から第 18図に示した 155点である。文字の判読できなかった資料も多
いが、前年度に引き続き「南無阿弥陀仏」と読める資料があり、追善供養の意図があると
考えられた。 （泉澤まい）
写真 4　礫石経塚断面写真 写真 5　土坑写真
















































No.23- 表 No.23- 側面①














No.24- 側面① No.24- 側面② No.25
No.26
No.27 No.28 No.29- 表 No.29- 裏
No.30 No.31 No.32 No.33- 表




















No.50 No.51 No52 No.53
No.54 No.55- 表 No.56- 表 No.56- 側面
No.57- 表 No.58- 表 No.59- 側面裏No.59- 表
























No.73- 表 No.73- 側面① No.73- 側面②
No.73- 側面③ No.74 No.75- 表
No.75- 裏 No.76
No.77- 表










No.79- 側面① No.79- 側面② No.80
No.81
No.82- 表 No.82- 側面① No.82- 側面② No.82- 側面③
No.83- 表 No.83- 裏 No.84 No.85- 表











No.88- 側面 No.88- 裏
No.89 No.90
No.91- 表 No.91- 側面① No.91- 側面② No.92 No.93
No.94
No.95- 表 No.95- 側面
No.96- 表
No.96- 裏









NO.99- 表 No.99- 側面① No.99- 側面②
No.99- 側面③
No.102No.100- 表 No.100- 側面 No.103- 表
No.103- 側面 No.104- 表 No.104- 側面 No.105





No.109 No.110 No.111 No.112
No.113
























No.125 No.126- 表 No.127- 表 No.127- 裏
No.128 No.129- 表
No.129- 裏 No.130













No.141- 表 No.141- 側面 No.142 No.143- 表













No.146- 表 No.146- 側面① No.146- 側面②
No.147
No.148 No.149
No.150- 表 No.150- 側面























墳頂平坦面外周近くで観察されていた土質の違いは、南北 9.8 m、東西 6.2 mのやや不
正な長方形の形に墳頂平坦面外周をめぐることが判明した。1～4区のすべてで内側は小
礫の混じった黄色い土層、外側はやや大きい小礫が混じった黄色い土層であった。一方、



































サブトレンチは 1区の中央から北方向に I、2区中央から西、北 L字形に II、2区の中央




なお、サブトレンチ IIに 1箇所、サブトレンチ IIIに 2カ所、サブトレンチ Vから等間








































































層色 粘性 しまり 粒度 備考
1 Hue 10YRにぶい黄褐5/4 中 弱 シルト
2 Hue 10YRにぶい黄橙6/3 中 弱 シルト 墓壙内
3 Hue 10YRにぶい黄褐7/3 中 弱 シルト 陥没坑の最上部の土
4 Hue 10YR黄褐5/6 中 弱 シルト 陥没坑内、礫面積あたり1％の礫を含む
5 Hue 10YRにぶい黄褐5/3 中 弱 シルト 柱穴
南北サブトレンチ西壁断面図
土層注記
層色 粘性 しまり 粒度 備考
1 Hue 10YRにぶい黄褐5/4 中 弱 シルト
2 Hue 10YRにぶい黄橙4/3 中 弱 シルト 墓壙内(3区東西サブトレンチ南壁断面図と同様)
3 Hue 10YRにぶい黄褐7/3 中 弱 シルト 陥没坑の最上部の土
4 Hue 10YR黄褐5/6 中 弱 シルト 陥没坑内(3区東西サブトレンチ南壁断面図と同様)
5 Hue 10YRにぶい黄褐5/3 中 弱 シルト 柱穴
6 Hue 10YR灰黄褐5/2 中 弱 シルト
7 Hue 10YR褐灰4/1 中 弱 シルト 礫層
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礫石経塚は、1返 8～9 mの方形塚の上に直径 3 m程度の円丘を乗せた形で、塚内部に
は膨大な河原石納められていた。河原石の中には 1%弱の割合で墨書が認められた。墨書
には 1字だけの資料も多かったが、複数の文字が認められる場合も一定の割合であった。
同じ文字が繰り返され、意味の分からない資料もあったが、意味の理解できるものとして
は「南無阿弥陀仏」が最多だった。墨書の様相から見て教典を写したものというよりは供
養の意図が強く感じられた。この地域周辺では、1611年の会津大地震によって山崎新湖
が誕生し、最多で 23もの集落が浸水したとされる。礫石経塚の年代はおおよそ江戸時代
のものと考えられそれ以上の限定は難しい。従って礫石経塚の築造と会津大地震との年代
的な関係は不明な点が多いが、礫石経塚の様相は、会津大地震及びその後の水害に関わる
供養に関連する遺構である可能性を考えさせる。
灰塚山古墳墳頂平坦面の精査の結果、墓壙と陥没坑を確認できたことは大きな前進であ
る。墓壙は墳頂平坦面ほぼいっぱいに掘削されており、方向は古墳主軸に沿っている。ま
た、陥没坑は墳頂平坦面ほぼ中央にあり、南北方向に細長く伸びている。古墳主軸と方向
が一致している。このような様相から見て、現段階では灰塚山古墳の埋葬部は、掘りこみ
墓壙に埋納された粘土槨または木棺直葬で、棺は割竹形木棺または舟形木棺が予想される。
予想される埋葬施設からみて灰塚山古墳の築造時期は古墳時代前期または中期でも遅くな
い時期に絞られるだろう。来年度は以上のような想定のもと、埋葬施設の探索をする予定
である。
古墳周囲の石造物の分布は今年度調査の新しい所見である。灰塚山古墳は国指定史跡新
宮城跡と境を接している。新宮城から見てもっとも近い位置にある小高い場所にあたり、
当然新宮城の時期に利用された可能性は十分に認められる。墓所であるという伝えが正し
いか否かは今後の課題だろうが、灰塚山古墳の調査の過程で、新宮城との関連も視野にお
さめて検討を行う必要があると認識している。
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写真 12　灰塚山古墳第 4次調査風景
